
領域 が 融 合して社 会問 題にアプローチするプロジェクト 科目群

主体的な学びを深 めることを目的とした 教育課程

■領域別に入学し、それぞれの志向性に応じた系統的な履修で特定分野の学びを深め、研究したいテーマを設定する。

■ 3 年次からは領域が融合。自分のテーマに沿って「 プロジェクト科目群（ 演習・実習 ）」を選択する。

■同一テーマで「演習（ゼミ）」と「実習」の少人数クラスをそれぞれ履修。複合的な視点から研究と実習の学びを深める。

■各自で設定したテーマを徹底的に掘り下げ、4 年次には卒業論文を執筆する。

プロジェクト科目群3
POINT

講義×実習×演習を往還し協働して問題解決できる力を⾝につける

⾝ に つ く 力
● 広い視野をもってものごとを観察する力

● 社会のなかに潜む問題を発見する力

● 多様な人々や組織と協働する力

● 問題を解決へと導く力　　　　　　 などを養成

講義（理論）

演習（ 考察 ） 実習（ 実践 ）

往 還

学生の興味のあり方によってさまざまなテーマを設定（ 以下は一 例 ）
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（ 一例 ）

【 テーマ 】
多文化共生と多様性

［ 実習タイプ ］
京都における多文化共生を巡る問題 

解決のための活動を企画・実践する

［ 演習キーワード ］
多文化共生、移住、

グローバリゼーション、宗教

【 テーマ 】
メディア実践

［ 実習タイプ ］
テレビ局の協力のもとテレビ番組の 

制作・放送過程へ参画する

［ 演習キーワード ］
地域、コミュニティ、メディア、

コミュニケーション、公共圏

【 テーマ 】
公衆衛生と健康なまちづくり

［ 実習タイプ ］
地域の健康増進や公衆衛生の課題

解決のための提案を策定・実践する

［ 演習キーワード ］
公衆衛生、健康、

地域社会連携、社会貢献

【 テーマ 】
プロスポーツクラブと地域

［ 実習タイプ ］
京都のプロスポーツクラブ運営に参加し、 ど
のような事業を通じて地域と関わりをもっ
ているか実際にフィールドに足を運んで学ぶ

［ 演習キーワード ］
スポーツ社会学、レクリエーション

【 テーマ 】
ジェンダーとセクシュアリティ

［ 実習タイプ ］
ジェンダーに関するテーマを設定しイ
ンタビューを実施、その結果を分析し、

仮説を検証する

［ 演習キーワード ］
家族、ジェンダー、労働、性別役割分業

【 テーマ 】
現代社会における文化と宗教

［ 実習タイプ ］
身近な地域社会にある宗教施設とそれらに関係する
人々の活動や考え方などの現状を知り、現代社会に

おける宗教の実質的な役割、働きについて考える

［ 演習キーワード ］
宗教、ジェンダー、文化、教育、家族

【 テーマ 】
ジャーナリズム

［ 実習タイプ ］
設定したテーマにおける取材を行った
うえ、新聞社の協力のもと実際の新聞

紙面に記事を執筆する

［ 演習キーワード ］
現代社会、現代文化、生活文化

【 テーマ 】
教育格差

［ 実習タイプ ］
大学生の出身階層や出身地域などを踏
まえ、大学生活の実態や卒業後の進路な
どを把握し、それらのメカニズムを探る

［ 演習キーワード ］
教育格差、教育社会学、量的調査、国際比較

【 テーマ 】
スポーツマネジメント

［ 実習タイプ ］
スポーツ活動の現場に赴き、実態を

把握しそこで発見した問題を解決する
ための方法を考案し、実施する

［ 演習キーワード ］
スポーツマネジメント、地域スポーツ

【 テーマ 】
農業と地域社会

［ 実習タイプ ］
障がい者などが農業を通じて就労機会や地域・社会とのつ
ながりを広げる「農福連携」を中心に、食料・農業・農村を
契機とした地域・組織・ネットワークづくりのあり方を学ぶ

［ 演習キーワード ］
コミュニティ、地域福祉、障がい者福祉

【 テーマ 】
都市祭礼の現状、継承と課題

［ 実習タイプ ］
近世に起源をもつ伝統的な都市祭礼を対象に、歴
史と現状、継承の課題等について調査し現代社会
との関わりや祭りの社会的役割を明らかにする

［ 演習キーワード ］
祭り、社会運動、社会史、フィールド調査、観光

【 テーマ 】
アジアにおける仏教ソーシャルワーク

［ 実習タイプ ］
アジアの国々、また日本における実際
の現場を知り、活動に参画することで 

仏教ソーシャルワークについて学ぶ

［ 演習キーワード ］
ソーシャルワーク、国際福祉、仏教福祉
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